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地球化学的標準試料JG五J説とその化学成分

はじめに

地質調査所では地球化学的標準試料としてJG-1

(花開閃緑岩)JB-1(玄武岩)の2種類を発行してい

る.これらの化学分析用の標準岩石粉末試料は写真

1に示したようにポリエチレン製のビンに詰められて

おり約75～1009入りである.JG-1は1967年4月に

またJB-1は1968年4月に作成された.それぞれ約100

k9の原岩を素材とし天然の組成をそこたわぬように粉

砕過程におけるコンタミネｰションの防止には特に注意

がはらわれた.作成された本数はそれぞれ約1,200

本であり比較的長期間にわたって供給可能な量である.

現在までに国の内外の“分析値をきめるための研究

協力者"の依頼によって配布された試料数はJG-!約

350JB-1約250である.試料を配布した国はわが

国を除いて次の18カ国にのぼっている.(米国カ

ナダ英国フランスソビエト西ドイツ束ドイツ

ノルウェｰスウェｰデンデンマｰクイタリアオ

ｰストリアチェコスロバキアオｰストラリアニュ

ｰジランドチリ南アフリカ連邦イスラエル)

これらの国の研究機関の中にはuS.Geo1ogica1

卵�������潯�漱敏捥慮�牡�楣��

stitution,Geo1ogicaユSurYeyofCanada,C.R.P.G､

�慮��慮捥�����祉�瑩��潦���浩�特

安藤原･倉沢一･大森貞子･竹田栄蔵*

andAna1yti･･1Chemist･yなどの有名な研究所が含ま

れている.

JG-1JB-1について197!年12月までにとどいた分

析者からの報告は主成分完全分析41主成分の単独分

析値85微量成分は47元素におよび分析値は約300こ

の他ストロンチウム87/86比絶対年代測定値JG-1の

全岩および鉱物別の酸素同位体組成などである.これ

らのデｰタを集計し最近公表することができたので

(筆者ら1971)その概要を紹介したい.今回の集計

によって特に学術的に重要なウラントリウムラジ

ウム希土類元素ルビジウムストロンチウム鉛

たどについて精度の高い分析値が得られJG-1および

JB-1は国際的た地球化学的標準試料としての地位をき

づくことができた.これも多数の研究者のご協力のお

かげであり紙上よりお礼申しあげる次第である.

JG■J遍一1について

地球化学的標準試料の意義と現況およびJG-1JB-1

の発行については安藤(1967)の紹介がある.JG-1

JB-1についての地質学および岩石学的記載と試料の調

製方法についてはANDo(1967)およびKU趾sムwA

(1968)の報告がある.日本質量分析学会同位体比部会

では測定精度の検討を行な

うためJG-1およびJB-1

についてルビジウムおよび

ストロンチウム含量(主とし

て同位体希釈法による質量分

析)および87Sr/86Srの測定

を国内12の研究室に依頼した.

それらの測定結果の一致はか

たり良くこれについては

倉沢(1969)の報告がある.

その他JG-1JB-1比の作

成の紹介とその時点での分

析デｰタを今までに度々学会

で報告している.安藤･他

3名(1967)倉沢･他3名

(1968)安藤･他3名(1970)

安藤･他3名(1971).これ

写真①JG-1潤一工の試料�
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らの学会の講演要旨にデｰタの概要と問題点について述

べた.また地質ニュｰスno.186(1970)にもJG-1

JB-1とその化学成分についての紹介がある.

これらの分析デｰタを全部集計したものが最近Geo-

chemica1Jouma1に発表された(ANDoeta1.,1971).

これが第1回目の総括であるが以後数年毎にこのよう

な総括を行なう予定でいる.

以上のデｰタをもとにしてここで再びJG-!JB-1

の地質学的および岩石学的記載地質絶対年代測定結果

試料の調製方法化学成分などについてそのあらまし

をたどってみよう.

JG-1(沢入花開閃緑岩)灘馬県伊勢郡沢入町足尾線

沢入駅の南方約1km渡良瀬川の東側斜面桑原石材

店の採石場より1965年3月採取.この岩石は沢入花

嵩閃緑岩(S6工igranodiorite)と呼ばれ岩石名は斑

状黒雲母花商閃緑岩(Porphyriticbiotitegranodior三te)

である.河田･大沢(!955)5万分の1･地質図幅｢足

尾｣および同説明書によれば沢入花開閃緑岩は古生層

中に貫入する露出面積6×12km2の小岩体である.

試料の採収地点はこの岩体のほぼ中心部にあたる.

この岩体のK-Ar法による地質絶対年代測定結果は86

±4m.y.(S亘I趾TA&MILL囲,1963)87㎜y.(河野･植田

1966).JG-1試料より分離した黒雲母についての測定

結果は85±4m･y｡(SHI趾丁ム,1968)と測定値は非常に良

い一致を示している.この年代は白亜期後期にあたる.

うな工夫カミなされた点にある.米国地質調査所発行の

G-1W-1をはじめとして諸外国でつくられた標準岩

石試料はいずれもスチｰノレ製の粉砕機器を用いて粉砕

されている.この方法ではどうしても少量の鉄粉の

混入が避けられたい.一般に鉄合金中にはかなり多く

の元素が含有されているので微量ないしは超微量成分

の分析を行なう場合この粉砕工程にともなうコンタミ

ネｰションが問題となる可能性を生じてくる.

筆者らカミ各種の粉砕工程を詳しく検討の結果採用した

方法は“ともずり"と称する同岩または同質の岩石で作

成したウスとキネまたはフレット･ミル(ロｰノレ

･ミルの一種)で原岩を砕く方法である.一見原始的

ではあるがコンタミネｰションを防ぐ点では最良の

唯一の方法である.このようにスチｰノレ製の粉砕機を

使用せずに地球化学的標準試料を作成したのは世界

で初めての試みである.最後に磁製の大型ボｰノレ･ミ

ルで一100メッシュに混合粉砕を行たった.約100kg

の岩石粉末は10部分(Sp1it)に分けられ試料びんの

ラベノレには部分番号(Sp1itNo.)か1～10まで記入され

ている.これは岩石粉末の均一性をチェックするため

である.JG-1およびJB-1の粒度分析結果は次のと

おりである.

べ

��

��

100～ユ50

���

㈷

150～200

���

�

200以下

���

㈸

JB-1(北松浦玄武岩)長崎県佐世保市小川内町妙観寺

峠山頂より南側へ約200mの斜面海抜280m慈海

石材工業所の採石場より!964年12月採取･この岩石

は北酉九州･北松浦玄武岩類の一部で岩石学的にはア

ノレカリ岩系に属す.岩石名はチタン輝石かんらん石

粗面玄武岩(Titanaugite-o1ivinebasa1t,IVb型).岩

石の自然残留磁気(Natura1re皿anent汕agnetism)は

逆帯磁である.この地域の玄武岩類についてはKU阯

sムw人(1967)の詳細た研究がある.K-Ar法による地

質絶対年代測定結果は約8皿y.(OzI亙AeteL,1968)と

報告されている.またこの地域については今井沢

村吉田(1958)5万分の1地質図幅｢伊万里｣およ

び同説明書と古川編集(1970)2万5千分の1｢佐世

保北部地域地質図｣が地質調査所よりそれぞれ発行され

ている.

化学成分

表1主成分分析主成分分析の平均値標準偏差

および変動係数(%)は表1に示すとおりである.こ

の種類の試みとしては分析結果の一致はかたり良好であ

るといえる.シリカアルミナの分析値の変動係数は

かたり低く分析者間での分析値のばらつきが小さいこ

とを示している.一方JG-1のFe.O｡(3価鉄)一

p205H20+H20■およびJB-1のH20+H20'

などの分析値の変動係数はかたり高い.

JG-1の3価鉄の一致の良くたい理由としてはJG-1

の総鉄含量が約2.2%(Fe･O･として)と低い上その大

部分が2価鉄であり3価鉄は比較的分析精度の悪い2

価鉄の分析値を総鉄含量から差し引いてだすためである.

H.O+H.O'含量の不一致は分析条件に個人差がある

ためと考乏られる.

試料調製JG-1JB-1の大きな特長のひとつは

試料の粉砕工程でコンタミネｰションを少たくするよ

表2ルビジウムストロンチウム含嚢最近岩石学者

の注目を集めているノレビジウムとストロンチウム含量�
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表1

JG-1の主成分(%)
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表2

ストロンチウムの含量(ppm)
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㈲　

20◎

�　

�　

軸(胴.1)

(P脾)

肋(J8･1)

2◎0

�　

�　

艶(施｡1)

�　

峰◎

葦O

(PP回)

Sr(JB･1)

ジ

第1図JG-1JB-1のルビジウムとストロンチウム含量

の測定値を表2と図1に示した.同位体希釈質量分

析法放射化分析法原子吸光分析法X線ケイ光分析

法だとの最近の進歩はめざましく分析結果の一致は

非常に良い.ひとむかし前では想像もつかたいくら

いである.

表3希土類元素含量同位体希釈質量分析法と放

射化分析法による測定値の平均値を表3に示す.同位

体希釈質量分析法によって定量した困中･増田中村

･増田のデｰタをもとにして希土類元素の存在度を

原子番号の順にプロットすると図2のこと'くだる.

JG-1については花南岩質岩石に特有のユｰロピウム

(Eu)の異常値があらわれ一方JB一ユはアノレカリ岩

質の玄武岩に特有のやや上部に凹に響曲したバタｰンを

示す.

表3希土類元素含量(pp加)

10団

5罰

肺

�

…畦

�

『
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�

＼

��

＼･＼

㌧㌶､輿_x

L国CcNdS皿E凹GdDyErYもL咀

豚子蕎号606570

中』O-1蜴･1帥備士顛輔湘量い･…i｡聖d｡廿1･}晦鶉舛責H

第2図希土類元素の存在度パタｰン

表4ウラントリウムラジウム含嚢固体ケイ光分析

法比色分析法放射化分析法フィッショントラック

法α線またはβ線スペクトロメトリｰだとの分析方

法を用いて分析した結果は表4に示したごとく非常に

良く一致している(U,Th).今後もこれらの元素の含

量(平均値)は大きく変わることはたいように思われる･

表5微量成分表2

告値を表5に示した.

表4ウラン

34以外の微量成分の報

報告値の範囲と平均値のみを掲

トリウムラジウム含量(pp㎜)
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表5微量成分(PPm)
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*報告値カミひとつのもの

()あまり一致のよく在いデｰタの平均値

載したので詳細は原報(ANDoeta1.,1971)を参照され

たい.この表をみるとまだ分析値の一致の良くたいも

のまたは分析値の報告数の少ないものがかたりある.

その他まだ定量されていたい元素もかたりある.こ

れらの問題については今後長期間にわたり.研究が必要で

ある.

表6ストロンチウム同位体組成目本質量分析学会同位

体比部会のグルｰプ研究で測定した87Sr/舶S･比のデｰ

タを率6に示した･12カ所の研究室でそれぞれ独自に

測定された結果カミかたり良く一致していることが分か

る一最近の測定技術の進歩を示す一例である.

表7酸素同位体組成JG■全岩試料および原岩から

分離した造岩鉱物について酸素の同位体組成(δ180sRIow

(o/｡･))を測定した酒井らのデｰタを表7に示した.

分析協力のためJG-1JB-1試料の入手を希望され

妻6スト肩ンチウム

同位体組成

｣�JG-1�,�JB-1

�卲弓�������〴�

����������

������㌉�

�����〴㌉�

0.7117�■��

�����〵��

0.71工6(ATe.)�O.70ヨ9(Ave.)��

表7酸素同位体

組成JG-1

��'�δ180s丑fow(o/oo)

全�岩試�料�11.50±O.09

鉱�物�別�

�石�英�ユ2.7ユ±O.07

�カリ長石��11.31±O.09

�斜長�石�工0.86±0.01

�雲�母�7.31±O.12

る方は下記へ文面をもって申し込み下さい.試料は

研究に使用するかぎりは無料で配布を受けられますが

分析値を報告する義務があります.

〒213川崎市久本135

工業技術院地質調査所

技術部地球化学課標準試料係

Te1.(044)86-3171(代)

(筆者たちは地球化学課辛印は化学課)

表の省略号

AA:原子吸光分析

(Av):平均値

α,γContg:α線またはγ線スペクトロメトリｰ

｡v(=ぴ/更顯100):変動係数(%)

･:標準偏差

F1uo:ケイ光分析法

FT:フイツシヨントラック法

ID:同位体希釈質量分析法

n:分析数

NAA:放射化分析法

OS:発光分光分析法

Photom:分光光電光度法

Rn:ラドン法

豆:幾何平均

重｡:2ぴ値以内の分析推の平均値

XRF…ケf光X線分折法�
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(49頁からつづく)

アンビルはサイプラスか60%ダイナステイが40%

の株を所有しサイプラスは同鉱山開発のため資金調達

を保証しさしあたり1,000万ドノレを出資した.また

政府援助も輸送その他の面で行なわれることとなり銀

行も融資を決定した.

アンビノレは社長としてサイプラスのケｰニズリｰベ

ル副社長にはダイナステイのアオｰ博士とマッカラム

及びサイプラスのゼｰムスノ･シセンが就任した.サイ

プラスのトロルドムルディが財務担当ウェルナｰヒシ

センが監査役どたり重役会のメンバｰとしてはダイ

ナステイ側からはアオｰ博士マッカラムクｰラン

デビスの全員が入りサイプラス側からはロバｰトアｰ

レンリｰベノレノ･シセンムルデイチャルレスウイ

ル等が参加就任した.

サイフラスマインズコｰポレｰションの重役会々長ヘ

ンリィムッドは1965年の年末アンビノレ鉱山の将来につ

いて次のように発表した.『アンビルは苦闘の結晶とし

て出現した.今日約2,400の鉱区をもち鉱区の一グ

ノレｰプには大規模た二つの銀鉛亜鉛の鉱床が発見さ

れ現在までの所鉛亜鉛11%以上で約5,000万トン

の鉱石が把握されている.露天掘も可能であり厳冬で

も人間の英碧はこれを克服出来る.アンビルの現在の

組織業務は鉱山開発というより探鉱段階であり1966年

よりこのプログラムは一層拡大され数多くの有望鉱床

が発見されるであろう』その後目本の鉱山会社(東邦

亜鉛と三井金属鉱業)および西独と買鉱契約を行ない

鉛精鉱12万t/年亜鉛精鉱24万t/年鉛亜鉛バルク精

鉱9万t/年生産へと促進された.(筆者は元所員元東邦亜

鉛海外室次長現対州地質調査室長兼副所長)
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